
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
第２０２号 

令和２年１２月１日 
北区立桐ケ丘郷小学校 

     校 長  朝倉 靖雄     

１２月行事予定 

日 曜日 行事 

1 

2 

2 

2 

 

火 避難訓練 

2 水 Ｂ４ 

3 

 

木  

4 金 A５  

 5 

 

土 A４ 土曜公開 音楽発表会 

 6 

 

日  

7 月 A４ 全校朝会 個別懇談（１） 

8 

 
火 

A４ 個別懇談（２） 

薬物乱用防止教室（６年） 

 9 水 安全指導 

10 木 A４ 個別懇談（３） 

11 金 A４ 個別懇談（４）  

12 土  

13 日  

14 

 

月 全校朝会    A５ 

15 

 

火 お話の会（５年） 

16 水  

17 木  

18 金  

19 土  

20 日  

21 月 A５ 

22 火 A５ 

23 水 A４  お話の会（６年） 

24 木  

25 金 
A４ 全校朝会 給食なし  

お話の会（４年） 

26 土 冬期休業日始 

27 日 閉庁日 

28 月  

29 火  

30 水   

31 木  

学校だより  

心の声を聴く 

 

校長 朝倉 靖雄 

AI（人工知能）ではなく、人間にしかできない

ことは何でしょう？と問われて３つの C だと言

っている人がいます。FutureEdu 代表理事の「竹

村詠美」さんです。【３つの C】とは、 

◇compassion（慈悲）◇creativity（創造性） 

◇communication（意思や感情のやりとり）です。 

そ の 中 で も 最 も 重 要 だ と 言 え る の は

compassion だそうです。近年の偏差値偏重社会で

は、学校でも他人と競争して少しでも上位に立つこ

とが成功への糸口になるとされてきました。しかし

今、学校に期待されている「主体的・対話的で深い

学び」とは、正解が１つとは限らない問題について、

子どもたちが協力しあって答えを出す営みです。そ

こで必要となるのは、他者との競争ではなく、

compassion に溢れ、思いを語りながら、他者に寄

り添うことです。 

SDGｓ（持続可能な開発目標）もその理念に立っ

ています。世界共通の環境問題を解決しなければ「子

どもが夢をもって生きていける時代」は望めません。

安くて質のよい商品が手に入る裏側には、環境破壊

や児童労働等の諸問題が隠れていると想像力を働か

せ、ともに生きる存在として他者に思いをはせる・・・

そうしたことが必要であり、compassion（慈悲）

が欠かせないというわけです。 

 今週末には音楽発表会があります。子どもたちは

自分の楽器や担当するパートの練習に精を出してい

ます。でも、心を１つにして郷に音を響かせるため

には、他者の音に耳を傾け、合わせることが一番大

切です。そうする営みは、「他者の心の声を聴く」

ことへ繋がると強く思っています。困っている友だ

ち、さみしそうにしている友だち、悩んでいる友だ

ち、そんな他者の心の声を聴くことができる子ども。

他者に寄り添える子どもになってほしいと願いなが

ら、音楽発表会を待ち望みたいと思っています。 



 

 

3 年生 

 芸術の秋 

図工で 

「ギコトンハウス」を 

作りました。 

 

 読書の秋 

１年生に 

読み聞かせを 

しにいきました。 

  

スポーツの秋 

体育で鉄棒に 

取り組みました。 

 

  

探求の秋 

理科で 

太陽の光を集める 

実験をしました。 

 

４年生 

 ４年生は環境教育の一環として、地球温暖化防止のために「緑のカーテン」の学習に取り組んでいます。 

夏の間大きな葉で日陰を作ってくれていたヘチマは、秋になりたくさんの実を結びました。そこで、その

実からヘチマのたわし作りをし、一つの実に種が何個入っているか数えました。 

緑のカーテンの学習を通し、自然の大切さや自然との共生について学ぶことができました。 

 

音楽発表会に向けて 

音楽専科 巽 あいか 

いよいよ音楽発表会が近づいてきました。今年度は感染症予防をしながらの学習となり、音楽の時

間は歌唱や鍵盤ハーモニカ、リコーダーの学習が思うようにできない状況です。そのため、音楽会の

開催もはじめは「どうしたものか」と職員全員で頭を抱えていました。しかし、子どもたちが仲間と

音を合わせて楽しむ表情や、一生懸命楽器の演奏に取り組む姿を是非応援していただきたく、音楽発

表会を開催することとなりました。例年とは違い、合唱がなく、合奏の基礎となる鍵盤ハーモニカや

リコーダーがほとんど使えない中での演奏となります。ぜひ全体の完成度だけではなく、子どもたち

一人一人の表情や、演奏に取り組む姿勢に声援を送っていただけると嬉しく思います。 

学年の様子 
 

 

 

 

 


